
Title 遠藤友四郎著 無政府共産主義の根本批評
Sub Title
Author 加田, 哲二

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1922

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.16, No.10 (1922. 10) ,p.1493(119)- 1496(122) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 新刊紹介
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19221001-

0119

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


%
叶

范

r

(3
力

し

帝I

k

働

者

に

福

音

を

邊

え

る

こ

ど

で

あ

つ

た

。

」
「

汝

等

の

魂
 

は

忍

ん

で

待

ち

望

め

议

、

主

'の

來

り

給

ふ

は

間

近

に

あ
 

み
、

^

*し

て

主

は

來t
せ

り

。V
V

ル

の

塔

の

倒

れ
 

し

如

，
、
ヽ

页
に

恐

る

可

き

極M
非

道

の

黄

兪

の

虐

政

も
 

:
:遠
か
ら
ず
倒
る
可
し
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.時
苹
：れ
ば
勞
働
は
，
H
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l
の
：天
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に
解
放
さ
れ
、
全
地
は
主
の
眢
靆
を
以
て
充
さ
れ
、
吐 

界
は
)?
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聖
考
の
み
に
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>
 て
治
，め
ら
れ
ん
o
乙

の
1# 

ぞ
、
技
由
、
屯
等
、
»
愛
は
示
さ
れ
、
天
上
に
は
滎
光 

1
1に
あ
れ
、
地
に
は
平
安
、
1
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に
は
惠
め
れ
ど
、
萬
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R
は
永
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に
讃
め
歌
ふ
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で
あ
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あ
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て
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キ
ン
ク
ス
レ
ー
は
そ
の
當
時
旣
に「

神
の
意
志
で
あ 

.
"又
ぞ
の
，煳
物
で
あ
る
！

t

主
主
義」

が
^

<

_釔
初
：め
世 

界
の
政
治
的
社
會
的
級
織
を
改
變
せ
ん
で
、
非
常
な
勢 

を
似
て
押
し
寄
せ
つ
つ
m

f

洞
察
し
た
の
：で
あ
.

っ
た
。(Alton 

L
l
f
p
'
t
s

)
「

K
主
主
義
は
、
敎.

通

m
:姐

t
注
義

さ
し
x
の
キ.
ソ

ス

n
叶

A

會
及
.び
國
家
の
新
要
素
で
あ
る
、
今

ゃ

そ

馨

縣
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す
る
暇
も
な
い
程
、W
し
迨
つ
た
間
題
.
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な
つ
て
來
.た
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I

I

日
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、
民

產
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ず
る
こ
ご
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等
の
欲
す
る
眞
の
民
主
主
義
は
敎
會
や
女
王
を
度
外
'1 

|:

じ
ては

："

存
在
の
理
曲
？

、
何
ほ
又
紳
士
社
#
も
其 

一
存
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i
の
上
に
必
要
な
る
も
の
で
あ
る」

，、レ
、

#
は
考
て 

た
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！
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I
3
0
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キ
ン
グ
ス
レ
ー
は
本
質
的
に
、力 

1
ラ
ィV

の
霧
を
受
け
た
、
ょ
き
意
味
に

.於
け
I

: 

族
主
義
者
で
あ
つ
た
。
地
.產
繁
貴
族
主
義
は
國
家 

を

幸

福

に

す

る

急

で

f

、
地

秦

？

く
し
て
優 

高
の
®
由
を
國
家
は
獲
得
す
る
こ
^
が
出
來
な
い
^
迄
.
 

考
へ
た
る
程
、
彼
の
民
主
主
義
は
貴
族
主
義
的
で
あ
0

た
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u
g
h
e
s

 : op* 

cit, 
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2
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)

甞
て

「

自
分
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革
命
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で
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な
い

」
(Mrs. K
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n
g
s
l
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p
*
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ど
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彼
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の
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年
後
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に
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で
あ
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g
h
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o
p
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r
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好 

戰
的
な
血
を
受
け
れ
彼
ば
敵
に
對
じ
で
與
敢
に
挑
戰
し 

た
こ
..ビ
は
*
る
が
、
そ
れ
は
本
質
的
な
る
も
の
で
は
な 

C

、
反
っ
て
彼
の
敏
感
な
る
性
質
が
、
や
や
^
も
す
れ
ば
：
 

彼
を
し
て
か
く
大
膽
に
行
励
せ
し
め
た
の
で
あ
つ
た
。
 

(ibid, 

p. 

2
4

)

さ
れ
ざ
彼
の
本
質
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革
命
家
で
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な
か 

つ
^
の
で
あ
る
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ス
ど
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り
て
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1
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詩
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で
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つ
た
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れ
る
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な
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し
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熱
愛
に
«
れ

て

チ

，民

衆

の

デ

へ

ど

出

：で
べ 

セ

0
:で
あ
：つ
た
0
貴
族
ゆ
生
活
、
智
慣
に
多
く
の
馓
れ 

を
持
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全
く 

は
い
れ
き
れ
ざ
り
し
悲
哀
を
他
面
に
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が
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の
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七
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ボ
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じ
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す
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ゐ
な
い
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一
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要
以
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上
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微
を
ク
ロ 
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キ
ン
は
持
り
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ゐ
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拔
て
、
ク
口
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キ
ン
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評
に
入
る
に
先
き
立
つ 

て

冬
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美
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薪
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め
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會
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富
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去
並
に
現
在
の 

す
ベ
て
の
人
か
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共

同

勞

働

.に

よ

つ

S

A
生
?

れ 

た
ど
す
.る
思
想
で
あ
る
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著
者
の
名
附
け
て
期
間 

的
身
心
交
代
の
寓
人
勞
働
主
義
ご
稱
す
る
骑
神
並
こ
岗
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主
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じ
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十
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る
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2
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8
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著
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る
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饵
、
だ
チ
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y
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イ
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fボ
は

本
性
は
相
可
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助
に
：あ
る
。(

ニ )

法
律
、
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府
、
隙
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は
パ
ノ
數
權
力
者
が
作
つ
た
名
の
.に
過
ぎ
な
い
。
-

0
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つ
‘て
_
家
、
法
律
等
は
不
都
合
0'
も
の
で
あ
る
？(

四) 

1

切
の
富
は
人
類
が
*
同
し
.て
，生
產
し
た
.も
；の
で
あ 

る
0
從
つ
て
そ
れ
^
對
す
る
私
有
權
は
認
容
す
べ
$
で 

は

な

い

(

五)

各

人

は

生

存

.權

ど
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に

享

樂

權

を

荷

す
 

p

t

s

n

^

ii f
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I
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つ

て
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ざ
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定
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互
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助

說

に

對

し.て

は

、
‘
ダ
ァ
‘
ゥ

冲

ン

擧

徒

が

生

存

競

爭

の
 

方
面
の
み
カ
說
し
れ
ど
同
じ
や
ぅ
に
、
ク
ロ
*ホ
ト
キ
ン 

が
相
亙
扶
助
を
以
て
進
化
の
|
耍
»0
ヒ
認
め
な
が
ら
、
 

そ
0
«1
:
會
巡
化
並
に
無
政
府
北
ハ
產
主
義
に
お
い
て
は
、

.

:

相

.互

扶

助

の

み

を

强

侧

し

た

^
一25
:
つ

て

ゐ

る

M
ら
に 

法
律
、
圖
家
0
問
趣
に
就
い
L.
;
は
、
一
般
的
に
民
衆
が
こ 

れ
を
否
定
す
る
も
の
で
な
い
こ
^
を
主
張
す
る
。
資
本 

主
義
：の
手
段
ど

し
て
の
法
律
並
に
國
家
は
勞
働
者
の
排 

斥
す
る
^
こ
ろ
で
あ
る
が
、
社
#

中
：義
の
機
關
く
し
て 

の
法
詞
、M

家
は
勞
働
者
は
歡
迎
す
る
，ビ
著
者
は
云
ふ
。
 

け
れ
、ざ
も
こ
れ
も
4
般
的
に
は
沄
ひ
得
な
な
い(

：
勞
農 

露
國
に
お
い
て
法
律
(/
>
濫
發
に
闽
盛
し
て
ゐ
る
の
は

 ̂

働
者
'で
は
な
ぃ
か
。(

八
九
以
下
.

)

著
者
は
ま
だ
ク
ロ 

•ホ 

ト

キ
シ
は
勞
働
獨
栽
の
國
_

に
對
し
て
實
際
は
眼
を
つ 

ぶ
つ
て
こ
れ
を
容
認
し
て
死
ん
だ
、
»
ち
#
が
國
家
«:
:
 

會
、

Hi

義
化
L
た
€
去
つ
て
ゐ
る
が(

:^
ー
 

l
v

j

れ
は
最
近 

の「

改
造」

で
大
杉
榮
氏
の
紹
介
し
た
> 
ァ
ク
マ
ン
の
ク 

.

.ロ
。ホ
ト
キ
ン
め
囘
想
な
ど
ビ
異
ふ
が
フ
こ
の
點
は
何
ご 

說
明
さ
る
グ
の
で
め
ら
7;
か
。
社
會
學
的
缺
點
ヒ
し
て 

第
十
六
卷

(

一四九

S

新
列
轺
介

|

そ
び
'-政

X
案
の
部
羽
說

' 
筋
肉
精
«
勞
働
の
線
合
觀
に 

至
つ
て
は
、
今
若
し
こ
の
可
能
性
に
窗
む
學
理
を
實
行 

I

む
た
な
ら
ば
、
居
乍
ら
に
し
て
遡
想
社
會
の
扉
は
服
.前 

に
開
か
れ
る
の
に
€
思
は
れ
る
は
ど
、
そ
れ
ほ
ざ
捨
て 

難
い
獲
物
で
め
る
。(

三)

ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
が
パ
 ̂

J 

:

を
先
决
i

ff
i
x
.し
な
こ
？
：で

め

る(
j

九

六

——

ニ
ニ

賃

銀

制

度

は

資

衣

主

著

者

は
.
'

s
s

i

の

ク

P 

•ホ
ト
キ
：
 

丨

0

は
：、
自
#
.

(

無
政
府
0
€小
箏(
北
ハ
齑

)

ビ

が

如

例

に

し

て
 

調
和
さ
れ
る
かV」

云
ふ
點
を
擧
げ
ご
ゐ
る
が
、
.乙
の
航 

に
お
い
て
無
政
府
共
產
主
雜
が
踉
JE
に
fi
t
#
.
さ
る
べ
き 

で
は
な
い
か
^
思
ふ
。
次
に
代
議
制
度V
賃
銀
制
度
の 

麕
止
も
實
際
に
適
さ
な
.い
。

ロ
シ
ァ
に
は
吋
等
か
の
形 

:

の
代
議
制
度
，、し
賃
銀
制
.度
が
あ
々
で
は
な
い
か
、
ど
著 

者
は
云
ふ
。
代
議
制
度
並
に
賃
銀
制
度
に
關
し
て
は
私 

说
ギ
ル
ド
#[
:
會
主
義
者
の
批
雜
に
從
ひ
た
い
ど
|1
1
心
ふ
？ 

從
つ
て
、
國
家
社
俞
主
義
者
た
る
著
漭
の
態
度
6
は
興 

つ
て
來
6
。經
濟
學
的
缺
雜
と
し
て
は
、
各
人
の
要
求
に 

ょ
つ
て
則
を
支
給
す
る
場
合
は
生
產
力
が
®
だ
%.
大
し 

な

け

‘

な

らt

、

E

bに
ま
た
共
產
無
政
府
の
社
會
は 

，.■
和

等

命

令

亂

織

の

な

い

«
會
.で
あ
る
か
ら
、
需
要
と
供 

給
ビ
の
調
和
が
不
可
能
に
な
る
黏
を
擧
げ
て
ゐ
る
ブ
こ 

の
點
を
無
政
府
共
產
主
義
の}

大
雛
»
で
あ
る
こ
^
は 

否
定
し
得
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